
（図 41-5），丹沢山の最高峰蛭ケ岳の雲海と富士山（図 53-2），
八ヶ岳からの早朝の雲海上にそびえる富士山（図 56-3）などは，
局地風発現の地形要因がわかる抜群の景観写真となっている。

 気象庁 AMeDAS の開始（1975 年）から 50 年，その観測結果
により局地風の認識が一気に高まったとの説明がある。気候影

響利用研究会で著者が本書を紹介した際，局地風認定の基準

に関する質問に対して，「AMeDAS が局地風にとって適切なと

ころに配置されているとは限らないので…」と回答された。まだ

まだ隠れている局地風がありそうだ。

 本書に出会い，局地風の面白さを知れば，局地気象・気候に

興味を抱く学生も増えると思われる。卒論・修論・博論研究に発

展しそうなテーマがたくさん含まれ，論文の題材探しに適してい

る。研究を志すきっかけを得た学生読者が，スムーズに探究を

始められるよう文献も幅広く導入されている。

 本書を読んで印象に残った 6 点を挙げよう。まず，「男体おろ
し」「上州おろし」の項には，脊梁山脈の三国山脈越えの局地

風が解説されている。「跳ね水現象」による強風域は，飛び石の

ように分布し，沼田・前橋間，今市・宇都宮間，宇都宮・下妻間

は，それぞれ約 30ｋｍになるとの指摘は卓見といえよう。高田－
前橋－熊谷間の断面図（図 41-3）に，跳ね水現象（ハイドロー
リックｼﾞｬﾝﾌﾟ現象）を波動現象として捉えるならば，どのように図

示されるのだろうか。また，「男体おろし」を読み，奥日光から中

禅寺湖までの湯川沿い，戦場ヶ原～竜頭の滝付近を吹く山谷

風はどうなっているのかと想像が膨む。

第 2点として，「筑波ならい」が挙げられる。その代表例，2014
年 2 月 15 日の南岸低気圧の通過の際には，観測史上 1 位の
積雪，河口湖 143ｃｍ，甲府 114cm，前橋 73cm などが，甲信・

東北地方の 15 地点で記録された。ビニールハウスが倒壊・破
損，山梨県のブドウ，栃木県のイチゴ，群馬県のトマトなどに大

被害が発生した。「筑波ならい」吹走時の水戸での風向・最大

瞬間風速は北北東 28.2m/s に及んだ。太平洋側では晩冬に南
岸低気圧による豪雪例もあり，温暖化時代にも油断大敵だ。

第 3 点は，「富士川おろし」と「富士おろし」。富士山の周辺に
は異なる要因で生ずる局地風が存在する。伊豆大島が台風

1326 号と秋雨前線による豪雨に見舞われた 2013 年 10 月 16
日に，「富士川おろし」が吹き，AMeDAS 富士で最大瞬間風速

（観測史上 1 位）北西 28.9 m/s（07:18）を記録した。視野を広げ
てみると，台風北西方の強風が伊豆半島西縁部で風速を増し，

関東地方東岸を南下する北北東風と合流，秋雨前線の北側に

入った。一方，台風の東側からは反時計回りに暖湿流が進入，

前線面上を滑昇，豪雨になったと解釈される。それに対し，「富

士おろし」は冬型気圧配置が強まった時に吹く。富士山頂付近

に安定層ができ，山頂付近を吹き越えて山岳波動を生ずるタイ

プと考えられる。「富士おろし」には，下層風が富士山麓を迂

回・合流し強風帯を生ずるタイプもあり，雲の形態と併せた比較

研究も必要と感じる。

第 4 点は，「立山おろし」。立山の北麓に明瞭な収束線が形
成される（図33-4）。読者は収束線記入という作業を色鉛筆で行
えば，局地風の成り立ちについての理解が深まろう。「立山おろ

し」とは北西季節風の吹走時に，当地では一般に内陸から南寄

りの風が卓越する。山岳地形効果による地域性の妙を味わえる。

第 5 点は，知る人ぞ知る「風伝おろし」（三重県）。稜線を覆う

ようにベール状に広がる綺麗な霧を伴う局地風である。霧に

よって局地風が可視化された典型例だが，写真に収めることは

難しい。研究会で著者に会った際に伺ってみると，早朝に現れ

た放射霧を観測・撮影されたそうである。その出現日 2020年 10
月 13 日 06 時頃の天気図を調べた。紀伊半島を寒冷前線が通
過後，大陸の華北東部に寒冷な高気圧のある，比較的弱い冬

型気圧配置のもと，見事な風伝おろしが発生したと判明した。

降雨などで豊富な水蒸気が地表付近に存在し，晴れた夜間の

放射冷却の進行に伴い，盆地に冷気湖を形成，発生した放射

霧が早朝，風伝峠から溢れ出す。秋冷の季節に当地を訪れ，

ぜひ撮影してみたい。

 第 6 点は，「二月風廻り」。沖縄付近では，前線・低気圧が発
生しやすくなる旧暦 2月頃，低気圧の北方通過時に，風向が東
（南東）から（北西）北へ急変し，数時間に渡って強風が吹く。漁

業関係者や海のレジャーを楽しむ人は天気急変に要注意だ。

 本書には農業との関連するありがたい局地風も紹介されてい

る。碓氷峠とブドウ栽培・ワイン製造との関係などの話題も見つ

けることができる。

局地風と果樹栽培の関係としては，筑波山（標高 876ｍ）で
「筑波風」と呼ばれる冷気流が生ずるよりは標高の高い山腹温

暖帯（標高 230ｍ付近）に観光ミカン園が位置する。
愛媛県西条にも農業と関連深い局地風がある。南側に位置

する標高約 1000ｍの山地（石槌山北側山麓）から「西条あらせ」
（著者命名）が吹き降りてくる。晴天の夜間に吹く弱い南風は，

作物を凍霜害から守ってくれる頼もしい風で，適地適作のホウ

レンソウが栽培されている。温暖帯付近から斜面下降風が吹き

降り，局地循環系を構成していることを示す断面図（図 89-3）は，
組織的な構造の理解に有効である。

 本稿執筆中の 2025 年 5 月 2 日 10:20 頃，秋田市新屋海浜
公園の風力発電の風車の羽根が折れ，犠牲者が出てしまった。

低気圧前面に当たる AMeDAS 秋田（現場の北北東約 4.3ｋｍ）
で最大瞬間風速，南東風 23.0 m/s（07：52），南東風 21.3 m/ｓ
（10:10）が吹き付けた。雄物川沿いに吹き降りる突風によると推
測されるが，局地風として認知されていないようである。過去の

事例も検討，確認されれば，「雄物川だし」と名付け警鐘を鳴ら

してはどうか。災害を起こすような局地風には，注意喚起のため

に名前を付けておきたい。

総合的に明快な図表で構成され，図鑑的な活用で局地風の

世界を探訪できる良書である。風害や風にまつわるニュースに

触れるたびに調べてみたくなる情報の宝庫で，いつも手元に置

いておきたい図書といえる。個人としては手が届きにくいかもし

れないが，少なくとも小・中・高・大学ならびに地方自治体や地

域の図書館・資料館などには，ぜひ備えていただきたい。
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1. 概要

日時： 2025年 3月 13日（木）15:00–17:00
場所： 東海大学熊本キャンパス（熊本県熊本市東区渡 9-1-1）

2号館 3階 2303教室（B会場）
オーガナイザー： 小野圭介，常田岳志，南川和則

講演

1. 農業分野における J-クレジットの動向（佐野智人）
2． アジアにおける水田水管理によるメタン排出削減の社会実
装に向けた研究の展開 （南川和則，宇野健一，小野圭介，
山本昭範，張可，酒井徹，Win Sithu Maung，渡辺守，進藤
惣治，泉太郎，須藤重人）

3. 水田からのメタン排出削減におけるイネ品種改良からのア
プローチ（常田岳志，Ma Xuping，福嶋大智，Hmwe Kyu
Kyu，Samuel Kimani，河合翼，宇賀優作，梶浦雅子，高井
俊之，南川和則，Kristine Pascual）

4. 小規模作物群落を対象とした濃度計測による GHG 排出量
の評価（小野圭介，常田岳志，熊谷悦史，山浦寛子，Ma
Xuping，福嶋大智，Hmwe Kyu Kyu）

5. 水田からの CH4 の排出に及ぼす地球温暖化と有機栽培の

影響（程為国）

6. 牛ふん堆肥および木炭を施用した飼料畑におけるネガティ
ブエミッションの拡大（古賀伸久，後藤慎吉）

7. リアルカーボンファーミングを可能にするCO2フラックス観測

（下田星児，伊川浩樹，金谷真希，ンジャネ スティーブン）

2. 趣旨

カーボンニュートラルに向けて農業分野でも温室効果ガス

（GHG）排出削減が求められている。本オーガナイズドセッショ
ンでは，農耕地の GHG 排出削減に関わる国内外の動向およ

び削減技術開発の現状について情報を共有するとともに，今後

の研究の方向性を議論することとした。

3. 講演内容

はじめにオーガナイザー（小野）から開催趣旨（上記 2）の説
明を行い，続いてクレジット関連の最新の動向や関連する研究

プロジェクトの話題提供，その後水田，畜産，畑地の研究発表

が続いた。講演時間は，講演 1，2 は情報も多いため 20 分間と
し，講演 3 以降は 14 分間とした。2 時間の枠内に収めるため，
総合討論の時間は設けなかった。

近年，国内でも排出量取引やカーボンクレジットの仕組みが

整えられ，利用が進み始めている。佐野氏（農環研）は，カーボ

ンクレジットの1つである J-クレジット制度の農業分野の方法論，
とくに 2020 年に認められた AG-004「バイオ炭の農地施用」と
2023年に認められた AG-005「水稲栽培における中干し期間の
延長」について，方法論の中身から今後の課題まで幅広く説明

した。J-クレジットについては，前身の国内クレジット制度と J-
VER を含めて比較的長い歴史があるが，実際に動き始めたと

言えるのは 2020 年の菅首相（当時）による 2050 年カーボン
ニュートラル宣言以降である。中干し延長については，すでに

プロジェクトが複数登録され，取引が徐々に増えてきている。

2025 年 1 月より東京証券取引所のカーボンクレジット市場では，
両クレジットの現在価格が明示されるようになり，それぞれを指

定した取引も可能になったとのことであった。方法論として認め

られるためにはクレジット化されることではじめて実施される「追

加性」が必要であることと説明があった。分野や作目によっては，

すでに一般化した削減技術が普及している場合もあるが，この

場合はクレジット化の対象とはならない。慣行に加えて何らかの
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追加的な削減対策を行う必要がある。バイオ炭は取引価格が

中干し延長に比べて非常に高いのはなぜかという質問があった。

これについて，一般的にGHG削減系方法論よりバイオ炭のよう
に大気中の GHG を除去する吸収系方法論の方が気候変動緩
和の効果が高いとみなされ，その価格も高く見積もられる傾向

にあるが，東京証券取引所では現時点でバイオ炭の取引実績

がなく実際の市場価格とは言い切れないとの回答であった。

パリ協定では，国別排出削減目標に基づく実効的な削減が

求められていることから，国際的な排出量取引に向けた制度作

りが進んでいる。南川（国際農研）は，2025年 2月に公表された
水田メタン削減に関するフィリピンとの二国間クレジット制度

（JCM）の設計に携わった。本講演では，国際的なクレジット制
度が近年次々動き始めていること，それらに対するフィリピンと

の JCMの特徴，南川らが現在進めているカンボジアでの水田メ
タン削減プロジェクトについて解説した。また，その中で農業気

象分野への期待と連携できる可能性の高い部分についても具

体的に示した。フィリピンとの JCMは，実効性と高い取引価格を
狙い，他の既存クレジット制度よりも厳格であるとのことである。

具体的には，節水型間断灌漑（AWD）を実施する水田群と，慣
行の水管理を実施する水田群のそれぞれでの水位の目視観

測に加えて，チャンバ法によるメタン（CH4）フラックスの実測が

求められている。したがって，この JCM に参加する場合，自前

あるいは委託により CH4濃度の測定を行う必要がある。2025 年
3 月の時点で，すでにプロジェクトを進めている事業体があると
のことである。アジア域では，日本のように個々の水田まで灌

漑・排水施設が整っていることは稀で，多くは田越し灌漑である。

そのような水田では個々に AWD を導入するのは難しい。現在

実施中のカンボジアのプロジェクトでは，このような水田群（約

60 ha）を対象に，輪番灌漑により AWD を実施して水田群全体
の CH4 削減を狙う。広域の水管理技術を開発するとともに，実

効性を担保するための方法論の開発も進めている。衛星やド

ローンからのリモートセンシングによる田面水位の変動把握，

CH4 排出量とその削減量の微気象計測に取り組んでいるとのこ

とである。土壌分野の研究を主としている南川からは，メタン削

減に関して農業気象分野とは様々な側面連携が可能であり，

研究貢献を期待しているとのメッセージがあった。アジアの水田

における落水の可否について質問があり，低地や雨季などの

条件が悪い場合を除いて概ね落水可能であること，炭素クレ

ジットプロジェクトにおいては好条件（落水管理が可能な圃場群

で規模が大きいところ）の候補地選びは早い者勝ちとなってい

る状況であるとの回答があった。

水田の水管理は CH4削減の有力な対策であるが，天候や圃

場条件によって十分に土壌を乾燥させることができない場合に

は効果が限定的となる。この課題に対して，常田（農環研）らは，

栽培するイネ品種自体を低 CH4 化する品種改良を見据えたア

プローチを探っている。本講演ではその具体的な手順と課題・

展望について紹介した。まず，世界のイネのコアコレクションと

呼ばれる在来品種を中心に品種比較を行い，排出量に 2 倍以
上の大きな差があることを見出した。また，この結果から，国内

で主力のコシヒカリは世界的にも排出量が大きい品種であること

がわかった（Kajiura et al., 2025）。一方で品種間差を生じさせる
メカニズムはほとんど解明されていないため，関連する可能性

のある特定のイネ遺伝子に着目した，仮説検証型の研究も同

時に進めているとのことである。現在，常田らは，根の伸長角度

に着目し，インド型品種（IR64）およびその遺伝的背景を持つ
根の伸長角度が異なる準同質遺伝子系統を対象に研究を進め

ている。伸長角度の影響を調べたところ，角度が鉛直下向きに

深い系統では CH4 排出量が小さく，反対に浅い系統では最も

排出量が大きかった。この結果は，根の伸長角度を深くすること

でCH4排出量を低減できる可能性を示唆している。深根性系統

は干ばつ耐性が高いと考えられることから，フィリピンやベトナム

において，水管理による CH4 低減との組み合せの効果の実証

を試みている。CH4 フラックスの測定にはチャンバ法を用いてい

るが，携帯型 CH4 濃度計を用いることで従来のガスクロマトグラ

フを用いる分析方法よりも高速化されている（一連の成果は

Journal of Agricultural Meteorology で発表済：Tokida, 2021;
Kajiura and Tokida, 2021; Kajiura and Tokida, 2022）。それでも，
大規模なスクリーニングを行うためにはさらなる迅速化が必要で

あり，そのための計測技術の開発が目下の課題とのことであっ

た。低 CH4 品種には経路（バブル）や根に特徴があるのかとの

質問があり，おそらくその可能性が高いとの回答であった。

1 つ前の常田らの発表を受けて，小野（農環研）が，チャンバ
を用いずに小規模な群落で GHG 排出量を評価する方法につ

いて発表した。チャンバ法は，時間と労力が必要なため測定数

に限界がある。一方，従来の微気象学的な手法は，数 10 m 以

上の均一な群落が必要であり，供試できる圃場や測器に大きな

制約がある。そこで，風速の弱い群落内の濃度場に着目し，そ

れがどのように形成され排出量とどのように対応しているのかを

調べた。その結果，4 m規模の群落でも，チャンバで測定したフ
ラックスに対応した CH4濃度場が形成されていることがわかった。

とくに水面直上 2 cmの濃度は，フラックスの大小関係や相対的
な差異とよく対応していた。一方，群落内外の濃度プロファイル

を用いたインバース推定は，現状の適用方法ではフラックスを

過大評価した。2024年の実験では，さらに小さい 2 m規模の群
落でも水面上 2 cmの濃度とフラックスの相対的な関係が見える
ことがわかった。フラックス絶対値の定量にはさらなる研究が必

要であるが，相対的な比較は可能なことから，スクリーニングの

用途として現場での実利用を想定している。また，応用として，

CH4濃度のプロファイルから排出経路の分離の試みについての

結果の紹介もあった。質疑応答では，この分離の試みで得られ

た CH4 濃度プロファイルの解釈について質問があったが，まだ

研究途上のため確たることは言えないとの回答であった。

水田からの CH4 排出については，他学会でも精力的に研究

が行われている。程氏（山形大学）は，土壌肥料学会において

複数回開催した水田 CH4に関するシンポジウムを振り返るととも

に，まだ十分に解明されていないCO2濃度上昇およびそれと気

温上昇との組み合わせが水田 CH4排出に与える影響について

現時点までにわかっていることを概説した。高 CO2 処理の影響

については，複数のメタ解析でCH4排出量の増加が示されてい

るが，その増加率は，個々の研究では減少低下する結果も中

国の研究者よって報告されている。これらの研究は中国から多

く発信されており，実際の中国での研究体制・施設の充実ぶり

についても紹介があった。また，山形大学に赴任以降取り組ん

でいる有機栽培が CH4 排出に及ぼす影響についても言及が
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追加的な削減対策を行う必要がある。バイオ炭は取引価格が

中干し延長に比べて非常に高いのはなぜかという質問があった。

これについて，一般的にGHG削減系方法論よりバイオ炭のよう
に大気中の GHG を除去する吸収系方法論の方が気候変動緩
和の効果が高いとみなされ，その価格も高く見積もられる傾向

にあるが，東京証券取引所では現時点でバイオ炭の取引実績

がなく実際の市場価格とは言い切れないとの回答であった。

パリ協定では，国別排出削減目標に基づく実効的な削減が

求められていることから，国際的な排出量取引に向けた制度作

りが進んでいる。南川（国際農研）は，2025年 2月に公表された
水田メタン削減に関するフィリピンとの二国間クレジット制度

（JCM）の設計に携わった。本講演では，国際的なクレジット制
度が近年次々動き始めていること，それらに対するフィリピンと

の JCMの特徴，南川らが現在進めているカンボジアでの水田メ
タン削減プロジェクトについて解説した。また，その中で農業気

象分野への期待と連携できる可能性の高い部分についても具

体的に示した。フィリピンとの JCMは，実効性と高い取引価格を
狙い，他の既存クレジット制度よりも厳格であるとのことである。

具体的には，節水型間断灌漑（AWD）を実施する水田群と，慣
行の水管理を実施する水田群のそれぞれでの水位の目視観

測に加えて，チャンバ法によるメタン（CH4）フラックスの実測が

求められている。したがって，この JCM に参加する場合，自前

あるいは委託により CH4濃度の測定を行う必要がある。2025 年
3 月の時点で，すでにプロジェクトを進めている事業体があると
のことである。アジア域では，日本のように個々の水田まで灌

漑・排水施設が整っていることは稀で，多くは田越し灌漑である。

そのような水田では個々に AWD を導入するのは難しい。現在

実施中のカンボジアのプロジェクトでは，このような水田群（約

60 ha）を対象に，輪番灌漑により AWD を実施して水田群全体
の CH4 削減を狙う。広域の水管理技術を開発するとともに，実

効性を担保するための方法論の開発も進めている。衛星やド

ローンからのリモートセンシングによる田面水位の変動把握，

CH4 排出量とその削減量の微気象計測に取り組んでいるとのこ

とである。土壌分野の研究を主としている南川からは，メタン削

減に関して農業気象分野とは様々な側面連携が可能であり，

研究貢献を期待しているとのメッセージがあった。アジアの水田

における落水の可否について質問があり，低地や雨季などの

条件が悪い場合を除いて概ね落水可能であること，炭素クレ

ジットプロジェクトにおいては好条件（落水管理が可能な圃場群

で規模が大きいところ）の候補地選びは早い者勝ちとなってい

る状況であるとの回答があった。

水田の水管理は CH4削減の有力な対策であるが，天候や圃

場条件によって十分に土壌を乾燥させることができない場合に

は効果が限定的となる。この課題に対して，常田（農環研）らは，

栽培するイネ品種自体を低 CH4 化する品種改良を見据えたア

プローチを探っている。本講演ではその具体的な手順と課題・

展望について紹介した。まず，世界のイネのコアコレクションと

呼ばれる在来品種を中心に品種比較を行い，排出量に 2 倍以
上の大きな差があることを見出した。また，この結果から，国内

で主力のコシヒカリは世界的にも排出量が大きい品種であること

がわかった（Kajiura et al., 2025）。一方で品種間差を生じさせる
メカニズムはほとんど解明されていないため，関連する可能性

のある特定のイネ遺伝子に着目した，仮説検証型の研究も同

時に進めているとのことである。現在，常田らは，根の伸長角度

に着目し，インド型品種（IR64）およびその遺伝的背景を持つ
根の伸長角度が異なる準同質遺伝子系統を対象に研究を進め

ている。伸長角度の影響を調べたところ，角度が鉛直下向きに

深い系統では CH4 排出量が小さく，反対に浅い系統では最も

排出量が大きかった。この結果は，根の伸長角度を深くすること

でCH4排出量を低減できる可能性を示唆している。深根性系統

は干ばつ耐性が高いと考えられることから，フィリピンやベトナム

において，水管理による CH4 低減との組み合せの効果の実証

を試みている。CH4 フラックスの測定にはチャンバ法を用いてい

るが，携帯型 CH4 濃度計を用いることで従来のガスクロマトグラ

フを用いる分析方法よりも高速化されている（一連の成果は

Journal of Agricultural Meteorology で発表済：Tokida, 2021;
Kajiura and Tokida, 2021; Kajiura and Tokida, 2022）。それでも，
大規模なスクリーニングを行うためにはさらなる迅速化が必要で

あり，そのための計測技術の開発が目下の課題とのことであっ

た。低 CH4 品種には経路（バブル）や根に特徴があるのかとの

質問があり，おそらくその可能性が高いとの回答であった。

1 つ前の常田らの発表を受けて，小野（農環研）が，チャンバ
を用いずに小規模な群落で GHG 排出量を評価する方法につ

いて発表した。チャンバ法は，時間と労力が必要なため測定数

に限界がある。一方，従来の微気象学的な手法は，数 10 m 以

上の均一な群落が必要であり，供試できる圃場や測器に大きな

制約がある。そこで，風速の弱い群落内の濃度場に着目し，そ

れがどのように形成され排出量とどのように対応しているのかを

調べた。その結果，4 m規模の群落でも，チャンバで測定したフ
ラックスに対応した CH4濃度場が形成されていることがわかった。

とくに水面直上 2 cmの濃度は，フラックスの大小関係や相対的
な差異とよく対応していた。一方，群落内外の濃度プロファイル

を用いたインバース推定は，現状の適用方法ではフラックスを

過大評価した。2024年の実験では，さらに小さい 2 m規模の群
落でも水面上 2 cmの濃度とフラックスの相対的な関係が見える
ことがわかった。フラックス絶対値の定量にはさらなる研究が必

要であるが，相対的な比較は可能なことから，スクリーニングの

用途として現場での実利用を想定している。また，応用として，

CH4濃度のプロファイルから排出経路の分離の試みについての

結果の紹介もあった。質疑応答では，この分離の試みで得られ

た CH4 濃度プロファイルの解釈について質問があったが，まだ

研究途上のため確たることは言えないとの回答であった。

水田からの CH4 排出については，他学会でも精力的に研究

が行われている。程氏（山形大学）は，土壌肥料学会において

複数回開催した水田 CH4に関するシンポジウムを振り返るととも

に，まだ十分に解明されていないCO2濃度上昇およびそれと気

温上昇との組み合わせが水田 CH4排出に与える影響について

現時点までにわかっていることを概説した。高 CO2 処理の影響

については，複数のメタ解析でCH4排出量の増加が示されてい

るが，その増加率は，個々の研究では減少低下する結果も中

国の研究者よって報告されている。これらの研究は中国から多

く発信されており，実際の中国での研究体制・施設の充実ぶり

についても紹介があった。また，山形大学に赴任以降取り組ん

でいる有機栽培が CH4 排出に及ぼす影響についても言及が

あった。基本的に，地力維持の観点から推奨される堆肥や緑肥

等の有機資材の投入は，CH4 排出を増加させる方向に働く。し

かし，資材の選定や水管理によって増加を抑制することも可能

との研究結果を示した。有機栽培は雑草との戦いであるが，雑

草の有無が CH4排出量に影響する可能性も考えられることから，

とくにフラックス計測に関して農業気象分野との更なる協働を期

待しているとのことであった。雑草が CH4排出を抑制できる理由

について質問があり，主に雑草の根量と活性が水田土壌の還

元状態を抑制するためと考えられるとの回答であった。

畜産分野でも GHG削減に関する取り組みが様々になされて
いる。古賀氏（九沖農研）は，九沖農研内で実施中の飼料畑の

GHG 収支の研究を紹介した。基本的に畜産活動そのものは

GHG排出源となる。そのため，飼料の改良等で家畜からのCH4

排出抑制のための技術も開発されている。一方，古賀らの研究

は，より効果的な対策として，家畜飼料を栽培する圃場に堆肥

やバイオ炭（広葉樹主体の粗粒木炭）を投入することでネガティ

ブエミッション，すなわち大気中のGHG濃度を減少させることを
目指している。研究対象の飼料畑は，冬期にイタリアンライグラ

ス，夏期に飼料用トウモロコシを作付けする体系で，そこに無窒

素区，化学肥料区，堆肥区，バイオ炭混合堆肥区を設け，チャ

ンバ法により CO2，CH4，N2O の各フラックスを測定した（資材の
施用量等の詳細は講演要旨参照）。2022 年から 3 年 6 作を終
えた 2024 年までの GHG 収支（GWP に基づく CO2等価量）で

は，無窒素区と化学肥料区では，GHG 収支は排出であったが，

堆肥区とバイオ炭混合堆肥区では大きな吸収となった。堆肥は

部分的には分解されるが，この時間スケールでは多くは土壌中

に残存し，ほとんど分解を受けなかった木炭とともに炭素蓄積

に貢献した。なお，収量に相当する可消化養分は，無窒素区

以外は同等であった。今後も試験を継続し，最終的にはバイオ

炭製造・輸送等に関わる GHG 排出も考慮した LCA を実施す

るとのことである。堆肥の質に関する質問があり，完熟でないも

のは土壌投入後に相応の CO2 が発生するとの回答であった

（本研究では完熟堆肥を施用）。

カーボンファーミングは土壌を含む農業生態系への炭素蓄

積あるいは炭素減少の抑制を目指す農法で，概念自体は新し

いものではないが，脱炭素に向けた動きの中で改めて着目され

ている。古賀氏らの発表にあった堆肥やバイオ炭の利用のほか，

不耕起栽培やカバークロップ栽培など従来の土壌保全農業の

多くを含む。下田氏（北農研）らは，国内の GHG 排出削減に関
する研究事例や取り組みは水田が先行しており畑地について

は研究事例が不足しているとの認識に基づき，2024 年から北
農研芽室拠点において渦相関法によるジャガイモ畑での CO2

フラックスモニタリングを開始した。十勝平野の代表的な畑作物

であるジャガイモ栽培からの CO2フラックスは，夏季の土壌水分

状況を反映した挙動となっていることを確認した。2024 年は他
年次のような乾燥による減収が見られなかったが，フラックス

データを解析した結果，それが 7 月下旬の降水の効果によるも
のと考えられた。今後は，フラックスデータを農家圃場の生育モ

ニタリングや試験圃場のフェノタイピングに展開することを考え

ているとのことであった。質疑応答では，とくにこの点について，

クロロフィル蛍光計測やフットプリント解析を用いることが有用で

あるとのコメントがあった。また，「リアル」カーボンファーミングの

定義について質問があり，係数で評価を決定する既存のカー

ボンファーミングに対して，農家圃場で実測（リアル）の値を示

すことを意味するのがリアルカーボンファーミングであるとの回

答であった。

4. 所感

参加者が約 60名となり，関心の高さを伺うことができた。農地
GHG 研究では土壌分野の研究者との協働が今後の研究展開

に不可欠と考えられることから，本学会においても定期的に情

報交換等を行なっていきたと考えている。（小野）

クレジット制度の構築・普及に伴って農耕地の GHG 研究は

「レギュラトリーサイエンス」の色合いが増しているが，依然として

基礎から応用，現場からモデルまで様々な研究が必要とされて

いることに変わりは無い。多様な研究者をしなやかに包摂する

本学会は，農耕地の GHG 研究の進展に大きな貢献ができると
確信している。（常田）

2024 年の入会以来，初めての大会参加となったが，本学会
においても気候変動緩和に関する研究開発やその社会実装に

幅広い関心が寄せられていることを実感できた。（南川）

講演者，当日の参加者，ならびに大会関係者にこの場を借り

て感謝申し上げる。
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